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本日は、よろしくお願いします。

Slide 40

お手元にあるレジュメですけれども、いきなりです

が、いちばん後ろ側までひっくり返してごらんいただ

いてもよろしいでしょうか。

非常に熱い思いを持って立ち上げた会社でござい

ます。

私は新卒で金融機関に入ったのですが、今年で 47

歳になります。同期の人間はも、まだ同じ大和証券

という会社で働いていたりするのですが、なかなか、

新しいステージに飛び出そうなんていう気持ちはある

ものの、できなかったり、なんでかと聞くと、やっぱ

りお金が絡んできているケースが非常に多くて、ご家

族がある、でも将来のお金が心配だ、こういったお声

をたくさん聞きます。

それで、私どものミッションというのは、お金がな

いことによって実現できない将来ですとか、チャレン

ジできない、こういった方を一人でもなくしていきた

いみたいな、熱い思いで立ち上げた会社です。

まず、こういった思いがあるということをお伝えい

たします。そして、じゃそういう思いを持っているか

らこそ、この 4年間――会社を立ち上げて 4年です

けれども、こういうことをやってきましたという事例を

ご紹介さしあげて、金融機関さまとのお取り組み、そ

して、今後の金融機関がこういったマーケティングを

やっていくと、ユーザーさんにも喜んでいただける、

マーケット自体も広がっていくのではじゃないか、と

いうみたいな、私どもの考えをご披露いたしたいと思

います。

では、資料の最初に戻っていただきます。

Slide 2　index

こんなスケジュールで、1時間ちょっと、時間をい

ただきたいと思います。

まず私の自己紹介、そして ZUUという会社のご紹

介、私どもが今、足もとで展開しているマーケティン

グのご紹介、今後はの金融機関さまがこういったマー

ケティングを展開すると、もっとマーケットが広がって

いく。具体的には、今 1,800兆円ある個人の金融資

産の半分以上が預貯金という状態なのが、10％でも

20％でもそれが投資のほうに向かうと、世の中がもっ

と活性化するのじゃないか、というようなお話をさし

あげます。
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が「株屋でしょう」みたいなことを言われたんですが、

その「株屋」でした。株屋の営業で、朝から、「1日名

刺交換で目標 100枚、電話 300本」みたいな、そん

な世界で営業をやっていました。

幸いにもお客さまに恵まれて、収益ベースで日本で

1番の収益をあげたりということも実績としては残して

きております。

そして 2001年、例のテロが起きた年の 3月から

はに松井証券さんにお世話になりました。という、今

度は逆に営業員が全くいないインターネット専業の証

券会社に移りまして、コンタクトコールセンターの構

築、あとは後ほども触ふれまするかもしれませんが、

マーケティングというものを、営業員が全くいない証

券会社でどのようにどういうふうにマーケティングを展

開していくのか、ということを毎日考えて、いわゆる、

デジタルマーケティングを推進してきましたなどを行

いました。

他にもそして IPO、つまりいわゆる新規上場の引

受けなどを担当したやった経験経緯もあります。

ひとつトピックとしては、先ほどお話ししたコンタク

トセンターですね。金融機関がコールセンターを持

つという考え方は、当時、1990年代ぐらいまではほ

とんどありませんでした。松井証券さんと野村證券さ

んがいちばん最初にコンタクトセンターを立ち上げた

と言いわれていますけれども、近年ではアメリカを中

心に、こういったお客さまサービスを行っている企業

機関を評価する、いわゆる「の格付け」をする機関が

出現してきております。たとえば、なんていうものが

このころから徐々に出てきておりまして、HDIという

組織機関がありますが、ここの格付けで金融業界に

おいてナンバーワンの評価をいただきました。

金融業界のコンタクトコールセンターというのはも

ともと、他業界に比べてもレベルが高いと言いわれて

いるのですけれども、その中でもナンバーワンを獲得

したときにはかなりの話題になったことを覚えており

ます。

そして、一昨年の 4月に、今の ZUUに参画、ジョ

インをしたという経歴緯でございます。

自己紹介

Slide 4

まず、自己紹介からお話をさせてください。

私は一村明博と申します。漢数字の「一」の「村」で

すので、非常に珍しい名前かと思います。

現在は足もとは、ZUUという会社、せっかくです

ので、皆さま方もお手もとにスマートフォンですとか

パソコンをお持ちでしたら、適宜検索をしていただけ

ればと思いますけれども、「ZUU」で検索していただ

くと、「ZUU online」と、「ZUU」のあとに「online」

というのが付いた「ZUUonline」というサイト記事が

検索画面では上位に表示されると思います。

この ZUUという会社で取締役、そして FinTech推

進支援室の室長をやっております。これは何をやって

いる部署かといいますと、今日きょうは金融機関の関

係者の方、もしくはシステム関連の会社の方がいらっ

しゃるというふうに伺っておりますけれども、金融機

関が FinTechをどこからどういうふうに取り組んで進

めていっていいのかがなかなかわからない、という声

をたくさん聞きまして、金融機関の FinTech推進を

支援する目的で昨年 4月に立ち上げた部署です。同

時に、「FinTech online」という、国内外の FinTech

に関する情報が掲載されて集まっているメディアも立

ち上げたりして、金融機関と一緒に FinTechを進め

ているような部署の責任者をしております。

先ほどご紹介さしあげた「ZUU online」というのは、

野明社長もおっしゃっていただいたように、月間 350

万人を超えるユーザーさんがお金にからむ情報を探

しに集まるようなサイトになっております。

そして、先ほど申しあげましたように、金融機関の

FinTech化支援を行う専門部署としての支援室を統

括しております。

あとは、紹介にも記載がある書いてありますように、

こういった FinTech企業はたくさんありますが、を進

めている会社の中でも、実際に金融商品を販売して

きた人間が経営する FinTech企業は珍しい金融機関

とお話をしながら進めていく会社があまりないという

ことで、いろいろな雑誌で、私の持っている知識や

経験を披露して欲しい、いただけないかということを、

ありがたくもお声がけをいただいて、これらのんな雑

誌やとか月刊誌に執筆などを行っています。

プロフィールとしては、新卒で大和証券さんに入社

しました。そして、いわゆる、今でこそあまり言われ

ませんけれども、10年ほど前には、当時の麻生大臣
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Slide 5　HDI主催「証券業界コンタクトセンター

格付け（2013年度）」

これが、先ほどご紹介さしあげた HDIのコンタク

トコールセンターの格付け結果ですけれども、ここに

もありますように、金融機関は全体として非常に評価

が高い。そのという中なかでも、松井証券さんがナン

バーワンを獲得取ったしたときの、コンタクトこのコー

ルセンターの責任者をを立ち上げたのが私が担当し

ておりました。そのときは非常に活気があったのとい

うことを覚えております。

会社紹介
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さんの出身です。でもじつはその前の、覚えていらっ

しゃいますか、例のリーマン・ショックのときに、そ

れこそリーマン・ブラザーズにいた人間です。野村證

券に買収されて、野村證券に移った後に、昨年、私

どもの ZUUにジョインをしてくれました。

その他、社外取締役としては、赤羽さんという、か

なり有名な方ですけれども、例のファーストリテイリン

グのユニクロのコンサルタントをやったりなんていう

方であったり、あと、右側の真ん中の夏野さんですね、

i-modeを立ち上げたような方が私どもの応援をして

いただいています。

こういった金融の専門家と、夏野さんのような IT

の専門家が合わさってたできたチームが ZUUでござ

います。

創立した 4年前というと、FinTechという言葉がま

だ日本では使われていないも、それこそグーグルな

どの検索エンジン検索なんかでもほとんど検索されな

いようなワードだったのですが、そのときに「金融×

IT」で世の中をもっとよくしていきたい、。先ほどのご

紹介ミッションにあったしたような、熱い思いを持っ

て立ち上げたところ、FinTechとなんていう言葉が人

気バズワード化してきて、私ども ZUU がが FinTech

企業の一社一人なんていうふうにいわれるようになっ

てております。

Slide 7　会社概要

次に、会社のご紹介をさしあげます。

現在のでオフィスが 4箇所目つめになります。やっ

とオフィスらしいオフィスに入りました。ここに移る前

は道玄坂にありまして、、およそオフィスとは思えない、

私ども以外は飲食店であったり、美容室が入っている

ようなオフィスビルだったことを覚えています。今は、

渋谷と池尻大橋の間の神泉の交差点に近いところの、

住友不動産さんが持っていらっしゃる青葉台タワーと

いうところに入っております。

こんなチームですね。コーポレートカラーが赤です

ので、みんなで赤いポロシャツを着て、「ZUUポロ」

とか呼んでいっていますけれども、これを着て、イベ

ントのときはみんなでコミュニケーション、一体感を

持って開催しております。

Slide 8　経営チームのご紹介

経営チームのご紹介です。

ZUUを創立設立した社長が冨田という者です。

彼は一橋大学出身で、野村證券さんに入社しまし

た。そして、私と一緒で、にリテールの営業をやっ

ていましたけれども、歴代の野村證券さんのセール

スのなかでも、まだたぶんいまだに破られていないと

思いますが、新卒 1年めで年間で 2020件以上の新

規開拓をしまして、2020件以上というと、これは営

業日の数字を超えているんですよね。ぼくもまあまあ

がんばりましたけれども、この数字はちょっと考えにく

い、考えられない、想像もできないような数字をたた

き出してきた人間です。そして野村證券さんの中では

史上最年少でプライベートバンク部門、いわゆる富

裕層に資産運用のコンサルティングをする部署に移り

ました。その後、このプライベートバンクというのは

ほとんど日本には根付いていない制度というか、機能

というか、ファンクションでございまして、主だったと

ころではスイスのプライベートバンクの UBSとか、そ

ういったところが有名ですが、こういった欧米の金融

機関のプライベートバンク部門と唯一、伍していける

のが、国内でいうと野村證券のウェルス部門といわれ

ているぐらい、レベルの高い部署です。ここに史上最

年少で行った後に、東南アジアの野村證券の経営戦

略を練る部署に移りました。30歳のときに独立して、

今年で 35歳になるような、そういう人間です。

私は、先ほど申しあげたとおりの経歴。

そして、深田という者もおりまして、彼も野村證券


